
 

 

プログラム名  火起こし体験 活動時間 30～60分 

概  要 

〇摩擦熱を利用した、まいぎり式の火起こしをする。 

〇起こした火は、野外炊事やキャンプファイヤーなどに活用できる。 

〇最大人数 200人（火起こし器 20セット有） 

ねらい 

（ＳＤＧｓ） 

 

〇昔の火起こしの方法にふれる。 

〇まいぎり式の火起こしが大変なことが実感でき

る。 

準備物 

（服装など） 

〇教育センター・・・火起こし器セット（土台・本体・竹の受け皿） 

          ガマの穂 

〇研修団体・・・運動着、軍手、新聞紙 

 

研修の流れ 

 

〇班ごとに集合場所に集合（団体引率者の指導） 

〇活動についての説明と道具の配布（センター職員） 

〇活動場所に移動し、活動開始/終了 

〇次の活動へ、もしくは片付け 

研修場所 

集合場所 

〇屋内・・・ロッジ 

活動場所 

〇屋内・・・ロッジ 

 

〇屋外・・・各炊事場 

 

引率者への 

留意点 

〇事前準備 

 ・動画視聴による事前学習をしていただくと、当日の活動がスム

ーズに行えます。（閑谷学校ホームページ→研修プログラム） 

 ・研修生の班分け（４～８人班、最大２９班） 

  野外炊事を行う場合、同じ班編成でよい。 

 

 

〇研修当日 

 ・活動中の観察指導をお願いします。 

 ・火傷がないように注意してください。 



 

 

活動の内容 

 

〇研修当日 

 ①集合場所に整列する。 

 

 ②活動について説明する。（センター職員） 

  ・道具の説明 

  ・火の起こし方 

  ・活動中の注意点 など 

 

 ③道具を配布し、活動場所に移動し活動する。 

  ・直後に野外炊事を行う場合、かまどの薪組みを準備してから

火起こしを始める。 

 

 ④片付けをする。 

  ・竹の受け皿に残った灰を回収する。 

  ・道具を返却する。 

  ・活動場所を清掃する。 

 

 ※道具一覧 

 ※セッティングの様子 

 


